


LIVESTOCK DEPARTMENT

和牛オリンピック３
連覇の宮崎牛や宮崎
ブランドポークの飼
養管理・加工・販売
にわたる実践学習を
展開しています。

アニマルウェルフェア
に着目した飼養管理技
術や作物専攻と連携し
た飼料用米のサイレー
ジ給餌など、SDGs実現
に向けた技術開発に挑
戦しています。

フードビジネス専攻

養豚専攻

酪農専攻

肉用牛専攻

新講座「スマート農業」の開設。
君もドローンに挑戦しよう！！

ASIAGAP認証を活かしたオリン
ピックアスリートへの食材提供

◆おもてなしコンテスト◆農業用ドローン

AGRICULTUR DEPARTMENT

みやざきブランド作
物や今後本県が産地
化をめざす品目を教
材に取り上げ、広大
な農場での生産・加
工・販売による実践
学習を展開していま
す。

全国農業大学校が
競う研究プロジェク
ト大会で３位入賞
「地力」に着目した
農大ならではの健康
な作物づくりに挑戦
しています。

フードビジネス専攻

茶専攻

果樹専攻

花専攻

野菜専攻

作物専攻

総合実習 専攻実習（自分の興味を持った専攻について深く学習します）

専攻決定（６～７月ごろ）

インターンシップⅢ
（異業種）
11月１月10～11月５月

卒業と同時に「宮崎県農業士」と「専門士」の称号が授与されます。４年制大学の３年次編入の受験資格が得られます。

フードビジネス専攻

農学科・畜産学科共
通の専攻です。
食品加工の基本か

ら国内トップの調理
師やパティシエ等の
指導による商品開発
に取り組んでいます。

農商工の多様な連携に
よる６次産業化の可能
性を追求するため、学
生出資会社「アグリカ
レッジひなた」で実践
的な会社経営を学んで
います。ひなた第３期スタート！

5～6月

プロジェクト発表インターンシップⅡ自主企画研修大型特殊免許取得インターンシップⅠ

１月

海外農業研修

FOOD BUSINESS

12月



私は現在肉用牛専攻で、繁殖部
門を担当しており、飼養管理技
術や繁殖経営などについて勉
強しています。
夏には人工授精師の資格を取
得します。将来は宮崎牛に携わ
り、日本一の農家を目指します。

宮崎県 都城農業高等学校 出身

中原 大輝

宮崎県立農業大学校

〒８８４－０００５

宮崎県児湯郡高鍋町大字持田５７３３番地
☎０９８３ - ２３ - ０１２０ 📠0983 – 22 - 2529

MIYAZAKI AGRICULTURAL JUNIOR COLLEGE

10

国光原
中学校

高鍋警察署

県立農業大学校

高鍋農業高校

高鍋町役場

高鍋

ＩＣ

Ａ 校 納 金

Ｂ 学生預金

Ｃ 食 費

①入学金 5,650円 ②授業料 237,600円

1,122,400円

427,800円

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 1,793,450円

制服代、教材費、資格取得、
寮経費、海外研修費等を含む

２年間在寮、平日食事をとる場合

※通学生は、金額が変わります

農業次世代人材投資資金

奨学金制度

卒業後、独立・自営就農または農業法人に就農する学生に
１５０万円／年×２年間支給されます。

・日本学生支援機構の給付型（返済不要）・第１種（無
利子）・第２種（有利子）の奨学金

・給付型に認定された学生は、入学金・授業料を免除でき
ます。

日本学生支援機構 http://www.jasso.go.jp

卒業生の進路

自営就農
13%

雇用就農
36%農業団体

23%

農業食品関連
13%

公務員 3%

農外企業 3%
未定
8%

研修後就農
3%

農学科の進路
令和元年度卒業生

３９名

雇用就農
50%

自営就農
27%農業団体

11%

農業
食品関連 4%

公務員 4% 農外企業 4%

畜産学科の進路
令和元年度卒業生

２０名

令和元年度 卒業生の進路状況

私は野菜専攻で、ミニトマトの栽
培について取り組んでいます。
農業についての知識を身に付け、
卒業後は実家の農業を継いで日
本一のミニトマト農家になるよ
う頑張っています。

宮崎県 高鍋農業高校 出身

山口 嘉斗

在学中の必要経費 （※令和２年度の金額です。）

卒業生の９割が、県内で
就職します。
そのうち、６割の学生が
自営・農業法人で就農し
ています。
２割の学生は、農業団
体・公務員に、１割の学
生は、農業食品関係の企
業に就職しています。

寮内での様子


